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Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
こ
こ
た
の
」は
、Ｕ
Ｒ
国

立
富
士
見
台
団
地
の
商
店

街
の
一
角
に
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
南
武
線
谷

保
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線

国
立
駅
か
ら
徒
歩
20
分
の
エ
リ
ア
だ
。

店
名
の
由
来
は
「
こ
こ
に
来
る
と
楽
し

い
!!
」。
店
内
の
テ
ー
ブ
ル
や
い
す
、
柱

な
ど
に
は
長
野
県
朝
日
村
産
の
カ
ラ

マ
ツ
の
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い

て
、
気
分
が
安
ら
ぐ
空
間
に
な
っ
て
い

る
。

　
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
こ
こ
た
の
」が
開
店
し
た

の
は
14
年
前
。
50
年
前
に
建
設
さ
れ

た
団
地
の
商
店
街
に
空
き
店
舗
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
、そ
の
状
況
を
解
決

し
よ
う
と
商
店
街
が
市
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
一
橋
大
学
を
紹
介
さ
れ
た
。

そ
し
て
大
学
の
ま
ち
づ
く
り
の
授
業

を
き
っ
か
け
に
、
商
店
街
を
盛
り
上
げ

る
団
体
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
団
体
が

「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
こ
こ
た
の
」
を
開
設
・
運
営

す
る
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
に
た
ち
富
士
見

台
人
間
環
境
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
。

　

カ
フ
ェ
の
運
営
は
学
生
が
行
っ
て
い

る
。
樋
口
龍
人
さ
ん（
写
真
左
）は
16

代
目
の
店
長
で
、も
ち
ろ
ん
現
役
の
学

生
だ
。
学
生
だ
け
で
な
く
、
大
学
の
授

業
が
あ
る
平
日
の
昼
間
は
地
域
住
民

の
ス
タ
ッ
フ
が
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

　

地
域
と
の
交
流
の
機
会
と
し
て
開

催
し
て
い
る
の
が
「
こ
こ
た
の
ナ
イ
ト
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
フ
ェ
」「
認
知
症
カ

フ
ェ
」。「
こ
こ
た
の
ナ
イ
ト
」
は
毎
月

第
３
土
曜
の
19
時
か
ら
始
ま
り
、持
ち

時
間
５
分
で
希
望
者
が
好
き
な
こ
と

を
発
表
で
き
る
場
。
詩
の
朗
読
、弾
き

語
り
、
腹
話
術
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
。

年
３
回
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
フ
ェ
」
は
、

中
高
生
と
留
学
生
の
交
流
の
場
づ
く

り
。
そ
し
て
年
６
回
の
「
認
知
症
カ

フ
ェ
」は
、
認
知
症
の
介
護
者
が
集
い
、

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
を
話
す
場
だ
。
専
門

職
も
い
て
相
談
で
き
る
。

　

樋
口
さ
ん
は「
お
客
様
と
会
話
で
き

る
こ
と
や
、
商
店
街
の
年
配
の
商
店

主
と
自
由
に
意
見
交
換
で
き
る
こ
と

が
楽
し
い
。
今
後
は
親
子
で
も
入
り
や

す
い
お
店
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」と

語
る
。

編
集
委
員　

山
中 

大
輔

「
Ｃａ
ｆｅ
こ
こ
た
の
」
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ア ゴ ラ

第53回
シ ネ マ

～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

第46回

奈良県川上村は「吉野杉」

に代表される林業の村

である。かつて「東の八
や ん ば

ッ場、

西の大滝」と呼ばれた同村の

大滝ダム建設をめぐる抗争の

一部始終と、ダムが周辺地域に

及ぼした水質悪化などの影響

を、かつて新人記者としてこの

地域を担当した元奈良新聞記

者がルポしたものである。民主

党政権の「脱ダム宣言」がとん

挫しダム問題は人々の関心か

ら遠ざかったが、本書からは、

原発建設などと本質的に共通

する、莫大な建設投資と地元に

巨額な補償金や補助金が流れ

る構造が読み取れる。その結

果、互いに支えあった住民同士

日本は入院患者数が突出
して多い（33.3万人／

2016年）「精神病院大国」とし
て知られる。その約4割は措置
入院や医療保護入院など本人の
意思に基づかない強制入院患
者で、1年以上の長期入院者は
20万人を超える。こうした状況
は、「施設から地域へ」と精神障
害者・精神病者への対応を変え
てきた世界の常識からことごとく
逸脱し、極めて大きな人権侵害
をはらむと著者・加藤真規子さん
は指摘する。精神障害者・精神病
者の隔離収容を自明視し、彼らと
の共生を拒んできた日本社会の
差別的視線がその根にある。
　加藤さんが仲間たちと活動
する「こらーるたいとう」は、

の共同体的関係が分断され、

昔は無かった「お金に執着する

空気」が生まれ、住民は都市に

移住し、過疎が著しく進んだと

いう事実が残った。

　奈良盆地に農業用水を供給

する吉野川分水事業に伴い建

設された大迫ダム（1973年完

成）に続き、62年 11月、その

下流に大滝ダムの建設計画が

決まった。伊勢湾台風（59年

9月）級の洪水を防ぐのが目的

だが、3640億円の巨費を投

じて完成したのは半世紀後の

2013年だった。村役場のあ

る集落をダム湖に沈める計画

に反対運動が起き、村民や研

究者は地滑り発生の危険性を

1998年から社会的入院患者の
地域移行・地域定着支援活動を
続ける。その特徴は、精神・知的・
身体などの障害をもつ人々によ
るピアサポートの形式を取るこ
とだろう。彼らは「わかちあい」
と呼ばれるミーティングで、幻聴
や幻覚など「同じ体験」につい
て自分を主語にして語り合う。そ
して病院訪問を続け、地域で暮
らすことが可能な入院者につい
て、本人の意向を聞きながら地
域移行の支援をしてきた。
　本書の最後には、元・ハンセ
ン病患者や彼らを支援してきた
弁護士らの語りが収録されてい
る。加藤さんは彼らを、隔離収
容の違憲性を社会に認めさせた
「先輩」と呼ぶ。両者の協働は

社会的入院から地域へ　
精神障害のある人々の
ピアサポート活動
加藤真規子著、現代書館、
2017年 9月、2200円＋税

ダムと民
たみ

の五十年抗争　
紀ノ川源流村取材記
浅野詠子著、風媒社、2017年8月、
1800円＋税

指摘した。建設省（現国土交通

省）はそれを無視して工事を進

めたが、ダム本体の完成（02

年）後の試験貯水により湖畔の

白屋集落の地盤に亀裂が走っ

た。集落の住民は 3年間仮設

住宅暮らしを強いられ、住戸移

転と地滑り対策工事でさらに

10年を要した。

　著者は、情報公開制度を使っ

て官庁の資料を集め、住民や

元住民だけでなく建設推進側

の官庁職員にも取材しその葛

藤を伝え、丹念に事実を積み重

ねた。「官製の記録しか残らな

いでよいものか」という問題意

識に基づいた著作である。

編集委員　神野 武美

2014年 11月、国立ハンセン
病療養所「沖縄愛楽園」で開催
された「病があっても人として
生きたい―『精神病』と『ハン
セン病』を語る集いin沖縄」で
実現する。語られたのは、地域
でさまざまな人と共に生きると
いうあたり前の権利を奪われて
きた彼らの現実であり、怒りだ。
それは本書に通底する「精神
障害がある人々の人間的復権」
という加藤さんの願いと共鳴す
る。このあたり前の願いが踏み
にじられる現実とどのように向
き合うべきか。それは不完全な
人間の集まりであるこの世界に
生きるわれわれひとりひとりが
問われるべき問題である。

編集委員　工藤 宏司

ライブラリー

第23回

な
ん
て
不
思
議
な
タ
イ
ト
ル
だ
ろ

う
。〝
ボ
ル
バ
キ
ア
〞。
思
わ
ず

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
。「
宿
主
を
性
転
換
さ

せ
る
共
生
バ
ク
テ
リ
ア
の
一
種
」
だ
と

い
う
。
そ
の
存
在
に
驚
い
た
が
、も
し
か

し
た
ら
自
然
界
で
は
、そ
れ
ほ
ど
不
思

議
な
事
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。こ

の
映
画
の
登
場
人
物
は
、い
わ
ゆ
る
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
だ
。

　
〝
あ
ゆ
〞
は
男
の
子
と
し
て
生
ま
れ

た
が
、ホ
ル
モ
ン
治
療
を
受
け
ず
に
、子

ど
も
の
頃
か
ら
女
の
子
と
し
て
生
き
て

い
る
。
母
親
は
あ
り
の
ま
ま
の
「
彼
女
」

を
受
け
入
れ
「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

良
か
っ
た
」と
言
う
が
世
間
は
違
っ
た
。

就
活
で
は
２
０
０
社
受
け
、そ
の
ま
ま

で
い
い
と
言
っ
て
く
れ
た
の
は
１
社
だ

け
だ
っ
た
。

　

妻
子
が
い
た〝
は
ず
み
〞
は
、
男
性

で
あ
り
父
親
で
あ
る
自
分
に
違
和
感

を
感
じ
て
い
た
。
今
は
離
婚
し
、〝
は
ず

み
〞
を
好
き
に
な
っ
た〝
じ
ゅ
り
あ
ん
〞

と
、「
女
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
」
と
し
て

暮
ら
す
。〝
じ
ゅ
り
あ
ん
〞
は
、恋
愛
の

先
に
あ
る
２
人
の
未
来
を
思
う
。
家
族

に
な
り
幸
せ
に
な
り
た
い
と
切
な
く
願

う
。

　
〝
一
子
さ
ん
〞は
、３
人
の
子
の
学
資

を
稼
ぐ
一
家
の
大
黒
柱
の
お
父
さ
ん

だ
。
東
日
本
大
震
災
で
混
乱
し
た
気

持
ち
の
後
に「
素
直
に
、な
り
た
い
自
分

に
な
る
」と
、50
代
に
入
っ
て
か
ら
再
び

女
装
を
始
め
た
。
そ
の
姿
に
後
ろ
め
た

さ
や
恥
ず
か
し
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

自
分
を
解
放
す
る
姿
は
、可
愛
ら
し
く

も
見
え
る
。

　

人
は
誰
も
が
、
恋
愛
に
悩
ん
だ
り
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
と

迷
い
、幸
せ
に
な
り
た
い
と
も
が
く
。こ

こ
に
登
場
す
る
彼
女
、
彼
ら
も
同
じ

だ
。
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
痛
み
を
抱
え
な
が

ら
自
分
を
探
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と

い
う
言
葉
が
マ
ス
コ
ミ
で
一
般
的
に
使

わ
れ
、カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
タ
レ
ン
ト

が
活
躍
し
、
偏
見
の
壁
が
低
く
な
っ
た

と
感
じ
て
い
た
が
、何
か
の
き
っ
か
け
が

あ
る
と
、賛
否
両
論
が
飛
び
交
い
、ネ
ッ

ト
で
炎
上
す
る
。私
自
身
は
性
の
違
和

感
を
抱
え
て
生
き
る
人
を
身
近
に
知

ら
な
い
。そ
の
心
の
内
を
知
ら
な
い
分
、

私
た
ち
は
関
心
が
薄
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
無

意
識
に
Ｌ
と
は
？
Ｔ
は
？
と
意
味
を
探

り
整
理
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
そ
の

括く
く

り
だ
け
で
彼
女
、彼
ら
を
理
解
で
き

る
訳
は
な
い
。

　
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、み
ん
な
い
い
、っ

て
み
ん
な
言
う
」。
映
画
に
添
え
ら
れ

た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
胸
に
刺
さ
る
。

今
月
の
作
品
「
恋
と
ボ
ル
バ
キ
ア
」

©2017「恋とボルバキア」製作委員会

12月9日よりポレポレ
東中野ほか全国順次
ロードショー　
公式HP　http://koi-
wol.com/
監督・撮影・編集：小野さ
やか
プロデューサー：橋本佳子
／熊田辰男／森山智亘
製作：DOCUMENTARY 
JAPAN／LADAK／Blue 
Berry Bird　
配給：東風
2017年／94分／日本／ド
キュメンタリー

1960年沖縄県生まれ。柴田昌平監督作品のプロデュー
ス、配給を行う。長編記録映画『ひめゆり』（2007）は6
月の「沖縄慰霊の日」にちなみ東京のポレポレ東中野で
毎年 6月に上映を続けている。『森聞き』『千年の一滴』
を含め自主上映を募集中。問合せ：プロダクション・エイ
シア（電話／ 042-497-6975）

●今月の館主

大
おおがね く

兼久 由
よ し み

美 イラスト：杉浦 健
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